
数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム
2021年度関東・首都圏ブロック第10回ワークショップ

2022年3月18日（金）
群馬大学 数理データ科学教育研究センター

鈴木裕之

リテラシーレベル教育のオンデマンド化と
オンサイトセンター活用

1



MDASH Literacy
■ 群馬大学では、 MDASHリテラシーレベルに認定された
教育プログラムとして一般教養科目「データ・サイエン
ス」が実施されている

■ 修了者には、デジタルバッジを供与する（予定）
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一般教養科目「データ・サイエンス」
■ 設置経緯
～2019年度

■ 学部1年生の全学必修科目「情報」を実施
 2019年度後期

■ 社会情報学部で「データ・サイエンス」を試行
 2020年度

■ 「データ・サイエンス」を学部1年生全学必修科目
– 「情報」⇒ITリテラシーが中心
– 「データ・サイエンス」⇒統計などの内容を追加

 2021年8月
■ MDASHリテラシーレベル認定
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一般教養科目「データ・サイエンス」
■ 全学必修科目
群馬大全学部・学科の1年生が受講（24クラス）

■ MDASHリテラシーレベルの認定要件を満たしたカリキュラム
■ 講義動画視聴と授業後のWebテストを活用
群馬大LMS（Moodle）上で利用
全学統一のコンテンツ、評価基準

■ 授業時間には演習と質疑応答
■ Microsoft Excelを利用したデータ分析
群馬大学では、すべての学生がExcelを利用可能

■ 最終演習で実践的なデータ分析
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一般教養科目「データ・サイエンス」
■ 授業スケジュール
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第1週 利用の仕方
第2週 情報倫理
第3週 コンピュータの仕組み
第4週 ネットワークとサービス
第5週 EXCELの使い方①
第6週 EXCELの使い方②
第7週 EXCELの使い方③
第8週 データサイエンスの概略
第9週 データの可視化
第10週 分布の代表値
第11週 分布のちらばり
第12週 クロス集計と相関
第13週 観測値の標準化と外れ値
第14週 最終演習に向けての演習
第15週 最終発表

学部・学科毎の授業

統一の講義動画
＋Webテスト



一般教養科目「データ・サイエンス」
■ 講義動画

– 合成音声による解説付き
– 視聴履歴も管理できる
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一般教養科目「データ・サイエンス」
■ Webテスト

– 解答期限は制限
■ 出欠確認替わり

– 採点結果の自動集計機能により成績への反映が容易
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一般教養科目「データ・サイエンス」
■ 最終演習
 2020年、2021年はプロ野球（NPB）のデータを分析

■ 大規模データの分析方法を学ぶ
■ 規定課題＋自由課題

– 自由課題では、分析テーマを各自が設定
分析内容が優れていた学生を表彰

■ 最優秀賞1名、優秀賞2名
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オンデマンド授業へ
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■ 全ての授業を「動画視聴＋Webテスト＋質疑対応」で実施する
オンデマンド授業を検討中
 教員は質疑対応のみ
 全24クラスの教員確保の困難さを解消
 同一品質の授業の提供が可能に

■ これまでの教室授業では、時間割の都合上、前期に実施できな
い学科（保健学科）があった
 2022年度は保健学科を先行実施
 従来後期に開講していた「データ・サイエンス」を前期へ移行
 後期に開講されている応用基礎レベルの授業との連携が可能

 2023年度以降、全学展開を視野



オンデマンド授業に関する文科省の指針
■ ホームページ抜粋（大学における多様なメディアを高度に利用し
た授業について）
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https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/043/siryo/__icsFiles/afieldfile/2018/09/10/1409011_6.pdf



オンデマンド化の準備
 オンデマンド授業用コンテンツ作り
前半部分講義動画（合成音声付）、Webテスト作成
演習動画（Excelの操作等）の作成

 双方向質疑対応体制づくり
– LMS上での掲示板対応準備
– リアルタイム質疑対応準備
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オンデマンド化対応講義動画コンテンツ
■ オンデマンド化対応講義動画コンテンツの方針
 文字は大きく、機種に依存する文字は使わない
一枚の情報は１つか２つ
動画とナレーションで役割分担
一つの動画は15～20分程度

12



調査票情報のオンサイト利用
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https://www.nstac.go.jp/services/society_paper/2021_rengo_01.pdf

統計センターホームページより 群馬大数理データ科学教育研究センターホームページより

https://www.cmd.gunma-u.ac.jp/onsite/



調査票情報の「データ・サイエンス」
での利用
■ 分析結果を講義資料および演習問題に利用
 家計調査データの分析

■ 最終演習での利用
 調査票情報を教育目的に利用するにはいくつかの障壁がある

 接続環境が限定される
 申請手続きの負担
 初心者には不向き

 今後は統計センターで提供されている教育標準データセット
（SSDSE）を利用する予定
■ 市区町村ごとの医療や教育に関するデータを分析
■ 統計データ分析コンペティションへのエントリー
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SSDSE統計データ分析コンペティション
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統計センターホームページより

https://www.nstac.go.jp/statcompe/index.html



統計センターで提供しているデータ

16https://www.nstac.go.jp/services/society_paper/2021_rengo_01.pdf

統計センターホームページより



参考）調査票情報の分析例
■ 前橋市，宇都宮市，浜松市，甲府市におけるぎょうざ，
まぐろ，すしへの支出金額（1か月あたり）および世帯年
収に関する分析
世帯年収に関しては，都市間で大きな差は見られな
かった

ぎょうざ支出金額の平均値は、宇都宮、浜松がリード
 ただし、いずれの都市でも、大半の世帯が支出ゼロ～

100円であった
突出して支出が大きい世帯が平均値に影響
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まとめ
■ MDASHリテラシーレベル認定を受けた全学必修一般教養
科目「データ・サイエンス」の紹介
動画とWebテストの活用
オンデマンド化
オンサイトセンターの活用
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ご清聴どうもありがとうございました
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